
































【別紙様式 8】  
＊課題番号  個08－060  

注：課題番号を記入してください。  

平成20年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  22年  3月 18日  

日 本 大 学 総 長  殿  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の（◎－否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



［成果物8－2］   



【別紙様式 8】  
＊課題番号  僻08－061  

注：課題番号を記入してください。  

平成20年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  22年  4月 10日  
日 本 大 学 総 長  殿  

所属・資格  短期大学部食物栄養学科・准教授  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の（◎・否）いずれかを0で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。   



【成果物8－2］   
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平成 20 年疫 学締顎究助成金成果物報告書

氏名 宮J11 幸司

所属・資格短期大学部(三島)商経学科教授

日本大学総長殿

下記のとおり提出いたします。

1 謹話 I~研究(個人研究)J 一般研究〈共問研究) /総合研究 注-該当する種尽をOで臨んでください。

2 研究課題

大正時代の観光絵葉書ガラス原版の保存及び静立の観光資源としての活用に関する研究

3 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

-研究代表者

-研究分担者(役割分担)

4 学会発表等 (要旨築の銭き腐り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。)

発表者名 "さコ~4仁y1 }ーて亨 発表年月

市甲山町日山市町'…..._.....・ー}山山一“一一一…一日制岳山一司…叩山一…....-_叩刊一一…ー吋町山一一一一一一一日山一_..回目白山山 一一"…‘…..".-“一………町一一..._~._...…‘………ー……ー……._....._..-ー…一回......，-~..…-一"._.._，_"--，一一一一一一‘ー"m"_……_.，.町内…

一日一一一H一一ー一一山一・ー・M…"一….、一ー…………ー世一一…一一町一一“一一一一一一一一一‘..，.__..“一…一 …一山………一一一 一一一山…………一一一一一一‘一、同一一一一一

同一一……、…--~…一一一一 一一一一一時一…一回一一回一一一.-.....一一回一一回目一一}………_.__...._-………ー………山一一…………ー……………..._---咽n一一

……ー……一一一一-_-..一回一一一一一一一一一一‘ …一一一一一一一一一…一日“………一一一…町、"…ー…山一…崎一一一……一一一

………ー………m.__._...ー“…一一'…一一一山一…ー…一一町一一一一‘一一…一一一白川………ー"…一 山山内…一一}回一一"一…一一円日一一一司'''_''.…“一一-一ーも山一一“一一一一一…一一一一山一…_......_m_m. ……一一一…一._....._._...._.……._.-

…一…{“一一…町一H…"一一一」 一一回一一一{ー…一一一一一_..，_.“一均一一一一……月一一日… 山守

5 著書・雑誌論文 犠饗・雑誌抜欄jり毒事を添付してくだされコピーの場合悦織されたことカ溶締切坊っかるものを添付してください。)

著者・執筆者 著書名・雑誌名/論文名 巻・号 年月 出版社・発行所

日本大学国際関係学部生活科学研究所報告/
日本大 関際関係

宮)11 
伊豆地域の観光絵葉書に関する研究

34 2012 年3月 部生活科学研究
所

一“一"…一一...…一一..._-_..…可・……、._，，'_m.一…一一…円一一一一日}町一四一一 一一一"……."山一一一一一._...一回一一一町ー 叫.一…ー……一一一一一一一一一一

一一一一一… 一一一一………..._..._".……山一一“一…ー……一一日叩…一一一…ー 可山…，，_，.ー.喝、一一"一一一……ー…“一…

……ー…“一一…._..…ー._..ー…町"一…..._，-.一一一一守山一一一一一…..__.一一一一一一一…ー……………一日山町一一…ー…一一.._..~日一-ー…_..一一一一一一一

山一一……...._....._--一……一……………一……一…一一一一一一山…一一一一一“………一一…………町一一…一一一一一一一 一……一一“.._.._-，..一一…-_，.._-_.ー}・，__..一一一~

H一一……….. ….-....._..一一一一日一…山…一村山一一…町一一一一一一一一一一一一..._...-.._._....ー-_..._...._.一一一一._-"一一一一一・.._-_..…一一一“



[成果物 8- 2J 

6 その他の発表

新聞掲載

発表/揚載者名 新開名 (朝刊・夕刊) 掲載年月日

一戸一-….._...~..._.....一…n………-…一一一………………・…..._".-…一…円一・“一…一一…一一…町一一一、一一…"…ー峰山町一目・-……一一町・ー-一町一一一一_...……… .._...日山町一

円四一一一四回目町一一個目印刷一一…一一…H一一...._._.....ー……ーー 一一…一一._.'._.._..時一…}・一一一一、一一一白山.....-.._.._..山由..-._...ー……一号、一….-..-....一…...._‘.-....一一一山一一…_..…白川 …………一一一一一一一一一一一一‘_......…ーー……ー

その他(ビデオ， CD ，シナリオ，写真，舞台等)

氏名 提出物 内容 数量

一…一一“一一一 一町一山}‘一“一"'-"'--'.. ー一一一一一一..-..._.._.-一一一町一 …盲目咽町山守山町.m._'._咽"一一一-一一山一一一…一“一…4・…H一一一・咽戸一一一一目 山一一日山山町一一一“一町内山町一一…一一…一一戸

H押同町一戸山町園山刊山山山一‘柏戸、"_...柚...山円山山内町唱刊、『甲山町町"_.・...........“......_.“"_<.0'"''崎一……・一山一一 ...司、… H一向『山一向『予…ー.-.._.._......一山圃可山市一 一一…ー… 一_....__一-一一一……………Hー…ー

7 その他の成果 (下記のような成果があれば記入してください。)

(知的財産権の取得)

(外部資金の獲得)

(f也の研究への発展)

(その他)



【別紙様式 8】  
個08－063  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成20年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成22年3月17日  

日本大学総長殿  

氏  名 池田裕美 

所属・資格 短期大学部 食物栄養学科 専任講師   

下記のとおり提出いたします。  



［成果物8－2］   



【別紙様式 8】  
＊課題番号  順＝雄一∂∠≠  

注：課題番号を記入してください。  

平成20年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 22  年 4  月 20  日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

所属・資格  日本大学国際関係学部 助教  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の（◎・否）いナれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。 l  
巨  ［成果物8－2］   



6 その他の発表   

新聞掲載  

掲載年月日  新聞名 （朝刊・夕刊）   発表／掲載者名  

その他（ビデオ，CD，シナリオ，写真，舞台等）  

提出物  氏 名   

7 その他の成果 （下記のような成果があれば記入してください。）  

（知的財産権の取得）  

（外部資金の獲得）  

（他の研究への発展）Eng】ishforSpecificPwpose（ESP：特化された英語）に関しての調査を深化させたこ  

とにより、平成21年度国際関係学部国際関係研究所個人研究『効果のある授業コンテンツモデルの研究』の  
成果へとつながることが明らかとなった。つまり、英語学習者に、より自律的（autonomous）で自己調整  
（se廿regulated）学習をESPを中心にした授業において、教師がそれを促進する動機づけの方法論が当該  

研究から関連する研究への大きなヒントを得た、ということである。スポーツ選手（学生）が置かれている  

異なった学習環境および彼らが体験した「言語環境」は特化されているという点で当該研究の波及効果およ  

び汎用化はすべからく限定されると考えられようが、しかし、ESPを中心にした英語教育においての動機づ  

け研究では、他の状況下においても当該研究から得られた結果は汎用または応用が可能である。   

（その他）   



































































































































【別紙様式� 9 】
*課題番号 個� 08-097

注:課題番号を記入してください。

平成� 20 年度 学術研究助成金成果物報告書

平成� 22 年� 4 月� 2 日

日本大学総 長殿

氏 名 高橋富久

所属・資格 歯学部・准教授

下記のとおり提出いたします。

注:該当する種目をOで囲んでくだ

|奨励研究/-@究〈個人骨/一般研究明研究)/総合研究|さ川
種目~---

2 研究課題

未分化問葉系細胞� ROB-C26 の骨芽細胞分化における� MKP-l の作用メカニズムの解明� 

3 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

-研究代表者

-研究分担者(役割分担) 

4 学会発表等 (要旨集の抜き刷り.発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。)

発表者名 学会名 発表テーマ 発表年月

高橋富久 |第 115 回日本解剖学会全� IRunx2 と� MKP1 の相互作用が前指肪細胞� I2010 年� 3 月
国学術集会 |の骨芽細胞分化を促進する | 

5 著書・雑誌論文 (著書・雑志・抜き刷り等を添付してくださ川コピーの場合l持轍されたことが客観的lこわかるものを添付してください。)

著者・執筆者�  | 著書名・雑誌名/論文名� | 巻・号� | 年月� | 出版社・発行所

高橋富久� Runx2 過剰発現は� mesen 仰叫問emr cell |加・ 112 号� 120 畔� 6月 |日本大学歯学会
Iline 8ROB-C26) の脂肪細胞分化を抑制する。� I .lJ~ TJ ~J..v(J"'T I --rV "l J 

※ホ4 ページ等での公開の①否) いずれかをOで囲んでください。否の場合は 理白書を添付して下さい。



6 

[成果物 9- 2J 

(朝刊・夕刊J) 日

"...附句"“............““"・
 ・、・・" 

内 容  

M・・・a・・a・・e、刻。a・・・・ ・“a a 

2ト

7 その他の成果 {下記のような或巣があれi抗日入してくださいJ

し

し

(組の研究への発展} 

Runx2 と MKP-l の遺伝子導入は mesenchymal progenitor cell の ROB-C26 よちも脂肪細胞へ commit した前脂

肪締胞の骨芽細胞分化を強力に促進したことから，将来的に骨髄細胞への遺伝子導入を試み invivoでの強

制発現系の確立へ発展させたい。

の他)


し




問時正様式� 9] 
事課題番号 個� 08-098

注 標題番号をIe入してください。

平成� 2 0 年度 学術研究助成金成果物報告

日本大学 総

下記のとおり提出いたしますむ� 

平成� 22 年� 

民 名 中崎 臨� 

所属 ・資格歯学部矯正学教室・助教

3 月� 31 f-! 

@ 

1 菰 目 �  i奨腕究/一命 究(個人会 的/一般研究供同研究)/総合研究
注:該当する種目をOで囲んでfださい。

ワ‘d 研究「課題 一

二次口蓋融合における� TGF- s signaling pathway についての検討

。‘、 研究組織(共同研究 ・総合研究のみ該当します)

-研究代表者

ー府究分担者(役割分担)

品¢� 

4 学会発表等 (聾富島の指き崩り a 発現原璃のコピー寄及び発表したことがわかる札のを墨付してくださいJ

発表者名 学会名 発表テーマ 発表年月

中的昭 他 持本口選製字耳A "':iit =~口蕗融合時における口蓋上皇細胞の形質変 2∞き年� 5 Ji 27-30 
fむについて� 

Nak勾位協A ，et 語、� Intぽ設誠10 鵠� 1Assoc 泊tion TGF-be ぬ守pe III re ∞ptors 思naling お'r fute MEE in July2 -え 2008 
for Dental Research 間101叫~ncs í s

中樹 紹 日本矯正歯科学会�  TGF・9りr'J>C1lI :recep t¥:>:rにおける訂gnn J由民沼也way 2008 年ヲ月� 16-18
の解明� B 

中内容J 格 都島大学招待講演� C山rcnt 0吋uxl o出回・� T国� ns forming growth factor 2009 年� 1 月� 
sigrutling for th eeli o!<唱，Y<'lfc 泌氏関m(e 30-31 a 

倫中南 一理才一� B本嬬正歯科学会�  TGF-s type nおよび� IIf問中怖 における� 2009 日年 11f 
捜援態~!tway の解明 16-18 

N ak勾imaA. et a1. E磁器nati ∞a1� TGF-beta type II 品� dill r邸中闘志泊gna l:il1 g for fa 匂 Febru 器� yιヲフ 2010
。宣告odonticC 控務長室一一iof l'v也 E 血伊lato g相 田岱 汁� 

5 著書屋 雑話蛤文 曙書・吸器・怯き白押を器付してくださ{，.¥"コピー∞場合1謁輯されたこと縄樹制ヲかるものを器付してくださいJ

著者・執稿者 著書名 ・雑誌名/給文名 巻・号 年月 出版社， 発行所

…………………………"……司、町四 ………--………可申…、、一一…}一一………………一一 時，~_.-

い崎仙町噂““命制

〈⑪



[成果物 9 - 2 ] 
6 その{也の発表

新聞掲載

発表/掲1障者名 新聞名 (閣官IJ.タ干の 掲~主年月 日

ト 伺 一一一一一一一一一一目 …一一一一一一一一ωω一

‘、� 

1('1 
. 、 岨

‘・

その他 (ピデオ，CD，シナジオ，写真，舞台等)

氏名 提出物 内 容 数量�  
3語

ト一一目一一一一一一一一一一同町一向司� 

7 その他の成果 (下記のような成果があれば記入してく ださいJ 
.~ 

(知的財産権の取得)� 

‘ 

tr;. 
. 

〈外部資金の獲得)

ヂ

(他の研究への発展)

ぞ

(その他)



【別紙様式� 9 】� |*課題番号 l 個� 08-099

注:課題番号を記入してください。

平成 20 年度 学術研究助成金成果物報告書

平成� 22 年� 3 月� 27 日

日本大学総 長 殿

名氏 武市 収

所属・資格 歯学部・専任講師

下記のとおり提出いたします。� 

1 種目 |一般研究(個人研究) /ζ般研究(共同研究D/総合研究 |注:該当する種目をOで囲…さい。� 

2 研究課題

根尖性歯周炎における血管内皮カドヘリンと� cxcケモカインの関与について� 

3 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

-研究代表者

-研究分担者(役割分担) 

4 学会発表等 (要旨集の扱き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。)

発表者名� | 学会名� | 発表テーマ 発表年月

演真史、武市収、他� 第� 128 回日本歯科保存学会� 
Nitric oxide は歯根肉芽種中の� vascular
Iendothelial cadherin を抑制し血管透過
性に関与する� 

2008 年� 6 月� 

Takeichi O. et a1. wh general
IADR 

session 
I Nitric oxide controls VE-cadh 

of lmediated vascular integrity 

Iperiapical granulomas 

in 2008 年� 7 月

羽鳥啓介、武市収、他 |第 131 回日本歯科保存学会
歯根肉芽種中の血管内皮細胞による�  
midkine 及び� chemokine 発現� 

2009 年� 10 月� 

5 著書・雑誌論文� F著書・雑誌 E扱き席IJ り等を添付してください。コピーの場合財島載されたことカ清観的にわかるものを添付してください。)

著者・執筆者� | 著書名・雑誌名/論文名� | 巻・号� | 年月 |出版社・発行所 

lnternational Endodontic Journal / 

Takeichi O. et a1.
Confocal immunolocalization of VE-cadherin-
and CXC chemokine-expressing endothelial 

41 ・5 2008 IWiley Blackwell 

cells in periapical granulomas 

※ホ4 ページ等での公開の⑤否) いずれかをOで囲んでください。否の場合は理由添付吋さい。



[成果物 8- 2J 

6 その起の発表

新開掲載

(朝刊・タ 掲載年月

の他(ピデオ， CD，シナリオ，

氏 提出物 内 容 数 

7 その他の成果 (下記のような或5裂があれば記入してください。)

(知的財産権の

(外部資金の獲得〉

(他の研究への発展)



紙様式IJ【完

日本大学総長殿

氏名 舎固有希子

所属・資格 歯学部・助教� 

下記のとおり提出いたします。

9】
*課題番号 個� 08-100

注:課題番号を記入してください。

平成� 2 0 年度 学術研究助成金成果物報告書

平成� 22 年 3 月� 31 日� 

1 種目 |奨励研究ズ工舵研究(個油員>/一般研究(共同研究)/総合研究 
j主:該当する種目をOで囲んでください。� 

2 研究課題

ヒト正常軟骨細胞の細胞外マトリックス代謝に及ぼす� IL-6 の影響の解明� 

3 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

-研究代表者

-研究分担者(役割分担) 

4 学会発表等 (要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。)

発表者名 学会名 発表テーマ 発表年月� 

A. Namba ，Y. Aida 86th General Session and IL-6 and sIL-6R Increase Cartilage 2008 年� 7月
他� 6名� Exhibition of the IADR Matrix Proteins Expression In 

Chondrocyte. 

安曾産護固軍有希希:子了本他田4和名寛， 第� 26 回日本骨代謝学会学 軟骨細胞の基質タンパク代謝に及ぼす� 2008 年� 10 月
術集会� IL-6 とs IL- 6 R軟の骨影タ響ン

本田和寛，曾田有希子 第� 18 回議議E議書生生物学 軟骨締胞の骨・ パク代謝に及ぼす� 2009 年� 9月
他� 6名 会学術大会� IL-6 とsIL-6R の影響

一一�  .rー一"

トー 一 一 同一

トー白 一 一一一同情.

一一… 四� 

5 著書・雑誌論文 溝書・雑誌・抜き刷り等を添付してくださ1，¥コピーの場合防織されたことカ港犠的財コかるものを添付してください。)

著者・執筆者 著書名・雑誌名/論文名 巻・号 年月 出版社・発行所� 

Mediators of Inflammation / IL-1 s 

Y. Watanabe ，A. Namba ， 
suppresses the formation of osteoclasts by 

Hindawi Publishing 
Y. Aida 他� 5名� 

increasing OPG production via an autocrine 2010 2010 年 2月� Corporation
mechanism involving celecoxib-related 
prostaglandins in chondrocytes. 

一一 �  e・一一一

一一一一一一 … 一一.

一 一一一一……一一一… 一 一…一一一一一一一一一一 一

来ホームページ等での公開の⑪・否) いずれかをOで囲んでください。否の場合は 理白書を添付して下さい。
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6 その砲の発表

新関掲載

発表/掲載者名 新開名 (朝刊ー夕刊) 掲載年耳目

なし
一一一…ー…………一一一一一一一向……� …ベー…一一一一ω …………一一一一一一一一一一一一一一一一一一一……一…一一一一一…吋…“…………ωー…{一一……一……一一一一一一一一……ω

山由一一一一一一一一町一一一…一一一一…一一一ー一一一……い…一……ω一一一一一一一一一一…町一同一一一一ー一一一一一…一一一切一一一一一一 一一…ー叩…� 一向.......一切…吋何一叩…一一一一一一一一一一一一………一一一一一一一一一一…F

の也( CD， ヲオ，写真，

名� 提出物� 内容 数量

なし

7 その他の成果 〈下記のような或5裂があれば記入してくださいJ

(知的財産権の取得)

なし

(外部資金の獲得)

平成� 20 年度科学研究費補助金若手研究(B) 課題番号� 19791384

軟骨細胞に視点をおいた顎関節症の発症機序と病態の推移の解明

(抱の研究への発麗)

本研究は，軟骨組腹を� Interleukin OL) 輸� 6 とsoluble IL-6 受容体制L-6r) で刺激することにより，軟骨籍

胞の動態がどのように変化するのかを細胞および分子生物学的に明らかiこすることを目的とした。軟骨組起

には，とト王需軟骨締践を患い，基質の分解とその調節を拒う� matrix metalloproteinases 仏品1Ps) ，tissue 
inhi 説ぬr of matrix metalloproteinase (TIMPs) ，plasminogen activatores (PAs)および plasminogen 
activator inhibitor (p AI) 寸の違法子発現を� real-time PCR 法で，タンパク発現を� ELISA 法にて，� 

PhosphorylatioI いERK (p-ERK) の発現は� Westem るlotting 法を用いて調べた。また，シグナル椋達経路は� 

MEKの活性盟書剤である� PD98059 を同時3開設して調べた。その結果， ~品1P-1 ， -13 および TIMP-1 の発現

が有撃に増加した。為岱1p・ 13 の発現は，� PD98059 の存在下でこコント口一ルレベノレまで低下し，また，� p-ER 互

の発現は IL 倫� 6 とsIL-6r の同時刺激で増加した。以上より，� IL-6 とsIL-6r が軟骨細胞においてMEK とp咽RK
の活性を過してコラゲナーゼとそれらの抑制剤の生産を京j激することが示唆された。

今後は本研究を基に，� macrophage colony.stimulating factor や� osteoprotegerin などの軟骨・骨破壊と

の鯛節に関与する因子の発現者謂べ，軟骨破壊から骨破機への病態の推移の一端を籍組および分子生物学的

に解明する。

(その他)

なし
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